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県立総合病院の救急について

滋賀県立総合病院 救急部
武田 晋作
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本日の内容

県立総合病院の救急における過去の状況

県立総合病院の救急における現在の取り組み
（救急科専門医、がん救急）

コロナ禍での救急
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県立総合病院の救急に対する昔のイメージ
(成人病センター)

心臓の救急はいつでも受けています！！
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心臓病の救急

心臓のまわりにある
血管（冠動脈）が急
に詰まる病気

死亡率は25％程度

急性心筋梗塞

緊急カテーテル治療

救命のため
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急性心筋梗塞の緊急カテーテル治療

冠動脈の閉塞

風船(ステント)
で拡張 冠動脈が流れる

ようになる

治療前 治療後
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急性心筋梗塞に対する取り組み

過去も現在も、365日24時間いつでも緊急カテ
ーテル治療ができる体制を整えています。

循環器医師の当直 1名
循環器医師の待機 2名
（30分以内）
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救急科専門医の常勤

急病の方を診療科に関係なく診療し、特に重症な場
合には救命救急処置、集中治療を行うことを専門と
しています。

救急科専門医

救急科専門医

各専門診療科（内科・外科など）

急病
救急科専門医がいると、急病の患者さんの
受け入れが充実する
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救急科専門医の常勤

今年度の救急車の受け入れは昨年と比較して
１.５倍から２倍増加

今年度から二次救急の輪番に参加
（かかりつけの有無に無関係、外傷も可）

今年度から50年目にしてはじめての常勤医
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がん救急

県立総合病院は『がん拠点病院』であり、
がん治療を受けられている患者さんが多い

がん治療を受けられている患者さんが、救急
受診されることも多い

がん患者さん特有の病状がある

当院での救急受診の約2割ががん関連
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がん救急

背骨に転移したがんが脊髄を圧迫

緊急で放射線治療

両足のまひなど，回復が不可能な状態に陥る可能性があります
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がん救急

がんの増大や術後の癒着で腸が閉塞する

緊急内視鏡治療
緊急手術
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がん救急

がんの終末期医療

「家にいたい」と御希望され
みんなで協力して自宅で過ご
している

急にしんどくなったので病院でみて欲しい

救急車で受診
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がん救急

がん救急は、本当に多くの病状があります

がん拠点病院に救急科
専門医が加わることに
よって、がん救急がさ
らに強化されました
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コロナ禍での救急

救急の現場では、だれがコロナ患者で
だれがコロナ患者でないか、すぐには
見分けることができません

コロナ陽性？？
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コロナ禍での救急
しかし、コロナ感染の有無を判断する時間的
余裕がないまま、救命のため緊急で治療を進
めることがある（心筋梗塞や脳梗塞など）

しかも、心肺停止患者さんに対する心肺蘇生
術はエアロゾル感染（飛沫が飛び散る）の危
険性が高い

V.S.

救急診療の場では
「医療従事者がコロナに感染」
「院内感染が拡大」
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コロナ禍での救急（感染対策）

感染に対する防護を行う
（ガウン・マスク・ゴーグル・手袋・帽子など）
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必要に応じてER室の外(屋外)でコロナ抗原
検査の検体採取

• エアロゾル感染のリスクを低減
• 検査結果が早期に判明するメリット

コロナ禍での救急（感染対策）
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ベッドごとにクリーンパーティションを設置
（空気清浄機）

ベッドごとにカーテンで仕切り

ベッド
ベッド

コロナ禍での救急（感染対策）
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コロナ禍での救急

現在までコロナの院内感染はゼロ
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最後に（救急診療に対する私の想い）

なんらかの症状が出現

「緊急性があるのか」「重症なのか軽症なのか」
なんて専門家でなければ判断できないのが当然です。

そのため、症状による肉体的なつらさのみならず精神的
にもしんどくなる(不安・恐怖など)ものです。

たとえば、こんなことありますよね
「我慢できそうだけど、受診どうしようかな」と迷う

「同年代の知り合いが最近病気で亡くなったので、次は
自分の番ではないか」と心配になる
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最後に（救急診療に対する私の想い）

もし、病気がみつかれば早く治療ができます
もし、何もなければ安心できます

だから

なんらかの症状があり、病院を受診しようと少し
でも思い立ったら、是非ご連絡ください

だって

当直する時はいつもこういう想いを胸にしています
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おわり

ご静聴ありがとうございました

ご清聴ありがとうございました


